
第 53 回 もも脳ネット 理事会（コアメンバー会議） 議事録 
 

日 時：2024 年 5 月 14 日（火）19：00~20：00 

場 所：川崎医科大学総合医療センター（かわさきコミュニティホール） 

出席者： 岡山医療センター（奈良井医師、森重 MSW、田中 MSW） 

岡山赤十字病院（岩永医師・森脇 Ns・長﨑事務）   

岡山リハビリテーション病院（鼠尾医師・野津 PT） 

     岡山光南病院 （宮森医師・齋藤 MSW・平川 MSW） 

岡山市立市民病院（出口医師、梅田 Ns） 

岡山労災病院（足立医師、福島管理栄養士） 

岡山協立病院（荒島 PT） 

都窪歯科医師（山本医師） 

岡山県介護支援専門員協会（丸田 CM） 

備前保健所保健課地域保健班（山岡・原田） 

岡山旭東病院（片岡 PT） 

岡山歯科医師会（白髪医師） 

かどや歯科医院（角谷医師） 

岡山県歯科衛生士会（中山歯科衛生士） 

川崎医科大学総合医療センター（井上医師、石山 MSW、桑田 MSW、脇元 MSW、永田 MSW） 

                              計 15 施設 29 名（敬省略・順不同） 

議  事 

 

1. 脳卒中地域連携普及推進強化事業について（岡山市立市民病院） 

2024 年度幹事病院である岡山市立市民病院より市民公開講座・啓発活動について下記報告を行った。 

 今年度から、口腔アセスメント(OHAT-J)を地域連携パスに導入することもあり、11 月上旬に「脳卒

中・骨折患者の地域口腔栄養連携を考える」をテーマとして出前研修を検討している。口腔管理、栄

養管理を中心とした題目で、グループ討議も予定している。講師は岡山市立市民病院と済生会吉備病

院のスタッフが担当予定。開催方法としては現地開催と WEB のハイブリット開催を予定している。 

 2025 年 1 月下旬に「脳卒中、骨折の地域口腔栄養連携～口腔ケアと栄養管理は脳卒中と骨折の治療

に直結する～」をテーマとし、午前に連携強化のための研修会、午後に県民フォーラムを岡山市立市

民病院多目的ホールにて開催予定である。開催方法としては、現地開催のみの予定であり、当日の様

子は後日に YouTube で配信する予定にしている。県民フォーラムの広報は、岡山市の市政だよりを中

心にできるだけ費用面を抑えた方法で行う予定である。 

 

2. 地域連携パスの改訂について(川崎医科大学総合医療センター：井上医師) 

 両備システムズより、改訂作業が完了した地域連携パスのデーターが届いた為、各理事医療機関に動

作確認を依頼する予定である。動作確認終了後、第 61 回もも脳ネット運用総会にて完成した地域連

携パスについての報告を行い、問題なければホームページ上にアップし運用を開始する予定である。 

 

3. 脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業について（岡山赤十字病院：岩永医師） 

 岡山大学病院神経内科石浦教授より、もも脳ネットへ脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業



の共同開催について声掛けがあった。 

 脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業とは、厚生労働省に申請を行い、認められた医療機関

が事業を担うことになっており、今年度は岡山大学病院が選ばれている。 

 モデル事業の項目の中に、「地域住民を対象とした循環器病について、予防に関する内容も含めた情

報提供、普及啓発」、「地域の医療機関、かかりつけ医を対象として研修会、勉強会等の開催」が入っ

ている。2 つの事業について、もも脳ネットと共同で行うのはどうかと相談があった。 

 備前県民局より下記意見あり。 

脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業は国の事業であるため、備前県民局の事業である「も

も脳ネット県民フォーラム」と共同して行うのは厳しいのではないか。別の事業としてするのであれ

ば問題はないように思えるがここで判断は出来ない。 

 各理事より下記意見あり。 

詳細が分からないため、本日の理事会で判断するのは厳しい。岡山大学病院の担当者より、モデル事

業の概要について説明をお願いしたい。 

 各理事の意見を基に下記の通りとなる。 

次回、第 54 回もも脳ネット理事会にて、岡山大学病院神経内科医師より概要を説明していただくよ

うに岡山赤十字病院 岩永医師より依頼を行う。説明を受けた事業内容を基に再度、この議案につい

て検討を行う。 

 

4. その他 

川崎医科大学総合医療センター 井上医師より下記報告を行った。 

 今年度より、A 病院に脳神経外科が創設されており、A 病院から他院の回復期リハビリテーション病

棟への紹介が増えてきている。しかし、現在、A 病院はもも脳ネットに参加していないことから、地

域連携パスを運用されておらず、転院の際に地域連携パスを持参していない状況である。 

 もも脳ネットへの参加に関して、A 病院の担当者へ確認したところ、マンパワーの問題で、もも脳ネ

ットへの参加や地域連携パスの運用は厳しいと返答があった。また時期をみて、再度、地域連携パス

の運用について声掛けを行う予定である。 

 

5. 今後の会議日程について 

 もも脳ネット運用会議（運用総会） 

  日 時：令和 6 年 6 月 26 日(水) 

場 所：岡山赤十字病院 

幹事病院：川崎医科大学総合医療センター 

 

 もも脳ネット理事会 

  日 時：令和 6 年 8 月 27 日（火） 

  場 所：川崎医科大学大学総合医療センター（1 階コミュニティホール） 

 

以上 


